
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道･防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 事業 事業

一般国道２４８号 瀬戸 東 バイパス 区分 一般国道 主体 愛知県
せ と ひがし

自：愛知県瀬戸市屋戸町
せ と やとちよう

起終点 延長 ３．５km至：愛知県瀬戸市塩 草 町
せ と しおくさちよう

事業概要

一般国道２４８号は愛知県蒲郡市を起点とし、岐阜県岐阜市に至る延長約８８ｋｍの幹線道路である。
がまごおり ぎ ふ

瀬戸東バイパスは瀬戸市内を通過する現道の交通混雑の緩和し、安全で円滑な交通の確保を目的とした延

長約３．５ｋｍの道路である。

Ｈ１１年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手

（Ｈ１２年度変更）

全体事業費 約２０７億円 事業進捗率 ６８％ 供用済延長 １．４km

計画交通量 ２０，６００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 49 / 199億円 406 / 416億円 平成２０年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：397/ 403億円２．１ 事 業 費： 46/196

億円 走行経費減少便益：5.7/ 9.1億円(残事業) 維持管理費：2.9/3.3

交通事故減少便益：3.3/ 4.3億円８．３

感度分析の結果 全体事業について感度分析を実施

交通量変動：B/C＝3.7（交通量＋10%） B/C＝1.4（交通量－10%）

事業費変動：B/C＝2.0（事業費＋10%） B/C＝2.1（事業費－10%）

事業の効果等

・地域環境の保全（対象道路の整備により自動車から排出されるＣＯ2量の削減が見込まれる）

・円滑なモビリティの確保（現道における旅行速度の改善が期待される） 他５項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

瀬戸市より、市内の慢性的な渋滞を緩和する本路線の整備の要望（H19.11.15）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

Ｈ１６年度に東海環状自動車道赤津ＩＣへのアクセスが可能となり、市中心部を経由せずＩＣに接続す

る本路線の必要性が高まっている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

過年度までに１．４ｋｍを供用しており、残区間の改良工事を推進する。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

、 、 。用地買収は完了済であり 引続き改良工事を計画的に進め 平成20年代中頃の暫定２車線供用を目指す

施設の構造や工法の変更等

新工法による大規模なコスト縮減はないが、再生材の利用などを推進している。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

事業の必要性、事業進捗の見込み及び代替案の観点から事業継続が妥当である。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


